
群馬工業高等専門学校　2006 年度シラバス　7001320061Y3/20090403

( 科目コード：7001320061Y3)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】英語表現 B

【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】3 組・1 年次
【担当教員】

遠藤 真知子

【授業目標・教育方針】
中学校と前期の『総合英語』『英語表現』で学んだ英語の知識を土台に、英文法の基本事項を中心に学習し、体系的に
英語を理解することを目指す。一学年は導入期であり、品詞の理解と文型の把握を徹底させる。理解が難しいとされ
る準動詞や助動詞が関わる項目に特に焦点を当てる。発音・アクセントにも気を配り学習することで、将来国際的に
活躍する技術者に必要な英語表現力の育成への基礎固めとする。

【授業概要】
・本授業は英語での表現力を高めるため、学生個々人の学習活動に重点を置く。
・『総合英語』で使用しているテキストからの用例を用いたり、文法教材や参考書・辞書などで個々の文法項目を復習
し、効果的に英文を理解するための知識を身につける。
・英語の体系的理解を目指す導入期であり、品詞の理解の徹底から始まり、文型分析、構文理解へと段階的な学習ア
プローチをとる。
・発音やアクセントの学習を含む学習活動を通して、それらの知識の定着をはかり、英語の表現力の向上に結びつけ
る。

【教科書・教材・参考書 等】
・Sprinter English Grammar in 33 Stages　( 数研出版 )
・総合英語　Forest　( 桐原書店 )
・Unicorn English Course I　( 文英堂 )
・英和辞典

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
演習＋講義形式

【メッセージ】
英語表現力を向上させるためには、各自が積極的に勉強することが不可欠である。辞書を丹念に引き、文法副教材や
参考書を常に参照する習慣を形成するように努めて下さい。不明な部分は積極的に質問し、学習項目の理解と定着を
先延ばししないようにして下さい。

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，その他：20% 課題提出を含む授業への取り組み

【本校の学習・教育目標】
◎ (E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身につける．
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【授業計画】（授業名：英語表現 B）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 ・授業紹介
・英語の辞書の使い方

・授業目標、進め方、評価方法などの説明（シラバス
の説明）
・３つの辞書情報（意味、文法、音声）

2 英語の基本文型 ・５文型とその意義
・５文型理解に必要なこと（品詞の理解、時制と準動
詞、他動詞と自動詞、修飾関係）

課題 No. 1

3 時制と準動詞 ・文の必要条件としての時制（現在形と過去形）
・主語と「意味上の主語」
・３種類の準動詞（不定詞、動名詞、分詞）

課題 No. 2

4 準動詞 (1) 不定詞 ・to- 不定詞句の３用法（名詞的、形容詞的、副詞的）
・原形不定詞（使役動詞と知覚動詞）
・不定詞の「意味上の主語」

課題 No. 3

5 準動詞 (2) 動名詞 ・Ｖ ing 形：動詞の名詞化（名詞化の程度の差）
・動名詞の「意味上の主語」
・動名詞と不定詞の名詞的用法の相違（時間の概念、
他動詞との相性 )

課題 No. 4

6 準動詞 (3) 分詞 ・２種類の分詞：現在分詞
( Ving 形 ) と過去分詞 (Ven /Ved 形 )
・分詞の働きと意味：現在分詞（進行・能動 ) vs. 過去
分詞（完了・受け身 )
・分詞の２用法（形容詞的用法）：限定用法と叙述用法
・分詞構文：「副詞 ( 的 ) 節」と同じ働きを持つ省略構
文

課題 No. 5

7 準動詞のまとめ ・準動詞と文型
・準動詞と「意味上の主語」：準動詞が「目的格補語」
になる第５文型、独立分詞構文、ネクサス（主従関
係）

8 習熟度の確認 中間試験
9 学習内容の理解度の確認 中間試験の解答、学習事項の再確認、後半の注意事項
10 さまざまな種類の助動詞 ・法助動詞：現在形（will, shall, can, may, must) vs.  過

去形 (would, should, could, might)
・助動詞 have と be：完了形、進行形、受身形
・助動詞 do/does/did

課題 No. 6

11 進行形 ・時制と進行形：現在進行形、過去進行形、未来進行
形
・動詞の分類（動作動詞、変化動詞、状態動詞）と進
行形
　→「進行」「近未来」など

課題 No. 7

12 完了形 ・時制と完了形（現在完了形、過去完了形、未来完了
形）
・動詞の分類（動作動詞、変化動詞、状態動詞）と完
了形
　→完了形の用法：「継続」「経験」「完了」「結果」な
ど
・例外的用法：完了進行形

課題 No. 8

13 受け身 ( 受動態 ) ・能動態と受動態 ( 受け身 ) の関係：他動詞文が受け身
へ ( 基本 )
・例外的受け身：群動詞の受け身→「前置詞残留」

課題 No. 9

14 ・形容詞的受け身
・分詞の用法 ( 復習 )

・形容詞的受け身：感情・被害などを表す表現 (
interested, excited, disappointed, pleased, satisfied, injured,
...)
・過去分詞「受け身・完了」と現在分詞「能動・進行」

課題 No. 10

15 まとめと復習 学習事項のまとめ、文法事項の復習と確認、定期試験
の注意事項
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